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ⅵ日
本
国
ガ
三
等
ノ
地
位
ニ
ア
レ
バ
コ
レ
ヲ
二
等
ニ
進

メ
、
二
等
ニ
ア
レ
バ
一
等
ニ
進
メ
、
ツ
ヒ
ニ
ハ
万
国
に

冠
タ
レ
ⅶ

(

森
　
有
礼)

Ⅰ 経済発展の軌跡



　
徳
川
時
代
に
は
、
貨
幣(

カ
ネ)

を
仲
介
と
し
て
財
貨(

モ
ノ)

の
取
引
が
行
わ
れ
る
商
品
経
済
が
あ
る
程
度
発

達
し
て
い
た
。
し
か
し
国
内
で
は
封
建
制
が
強
く
、
対
外
的
に
は
ほ
と
ん
ど
閉
鎖
的
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

日
本
経
済
の
近
代
化
は
、
明
治
維
新
頃
に
始
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　
明
治
政
府
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
ま
で
の
お
よ
そ
七
棚
年
間
の
経
済
成
長
率
は
年
平
柊

四
〜
五
⑫
程
度
だ
っ
た
と
推
計
さ
れ
、
こ
の
間
の
欧
米
各
国
の
そ
れ
よ
り
高
か
っ
た
。

　
維
新
当
時
、
一
人
当
た
り
所
得
二
九
棚
ド
ル
程
度(

一
九
八
八
年
価
格)

の
、
四
面
を
列
強
帝
国
主
義
勢
力
に

囲
ま
れ
、
ま
た
関
税
自
主
権
な
ど
も
な
く
不
平
等
の
立
場
に
あ
っ
た
日
本
が
、
外
国
か
ら
の
経
済
援
助
も
ほ
と

ん
ど
受
け
ず
に
、
高
い
成
長
を
実
現
し
、
明
治
半
ば
に
は
近
代
的
な
製
鉄
業
を
建
設
し
、
ま
た
西
欧
的
な
銀
行

制
度
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
多
く
の
史
家
や
経
済
専
門
家
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

多
く
の
開
発
途
上
国
の
識
者
の
関
心
を
集
め
て
き
た
。

　
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
指
導
者
が
積
極
的
な
開
放
政
策
の
下
で
先
進
的
な
技
術
・
制
度
を
導

入
し(

今
日
の
「
国
際
化
」)

、
そ
の
た
め
の
費
用
と
人
材
の
投
入
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
国
民
、
特
に
若
い

人
び
と
が
そ
れ
を
日
本
的
に
消
化
す
る
だ
け
の
教
育
を
身
に
つ
け
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。
そ
れ
に
、
い
わ
ゆ

る
㍎
後
発
の
利
益
㌢
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
ⅵ殖
産
興
業
」
の
経
済
政
策
は
、
先
進
国
に
追Ⅻ
いⅫ
つⅫ
くⅫ
に
は
効
果
的
だ
っ
た
。
反
面
、「
富
国
強
兵
」
政
策
の

結
果
、
経
済
成
長
の
成
果
が
必
ず
し
も
国
民
生
活
の
向
上
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
ま
た
、㍎
上
か
ら
の
産
業

育
成
㌢
は
急
速
な
工
業
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
官
主
導
の
経
済
運
営
の
影
響
を
後
代
に
残
し
た
。

ΓЁ①
近代化
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明
治
維
新
後
、
第
二
次
大
戦
前
ま
で
、
経
済
は
年
々
、
資
本
主
義
に
特
有
の
景
気
循
環
を
伴
い
な
が
ら
、
国

際
的
に
高
い
成
長
率
を
記
録
し
た
。
特
に
第
一
次
大
戦
に
よ
っ
て
工
業
化
に
弾
み
が
つ
き
、
大
戦
後
に
は
慢
性

的
債
務
国
か
ら
債
権
国
に
転
じ
、
経
済
構
造
も
そ
れ
ま
で
の
農
業
国
か
ら
、
大
戦
の
終
わ
っ
た
一
九
一
八(

大

正
七)
年
に
は
工
業
構
成
比
が
五
六
㉓八
⑫
と
、
五
棚
⑫
を
越
え
る
工
業
国
に
な
っ
た
。
軽
工
業
が
中
心
で
は
あ

っ
た
が
、
鉄
鋼
・
造
船
・
機
械
・
化
学
も
、
輸
出
と
海
運
の
伸
長
で
発
達
し
た
。

　
し
か
し
、
軍
事
化
を
伴
っ
た
急
速
な
工
業
化
と
そ
の
た
め
の
資
金
の
傾
斜
的
動
員
は
、
社
会
的
発
展
を
遅
ら

せ
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
は
、
労
働
者
や
農
民
の
不
満
を
た
か
め
た
。

　
こ
の
間
、
欧
米
列
強
に
よ
る
対
外
膨
張
競
争
は
激
し
く
、
日
本
も
そ
の
渦
中
に
巻
き
込
ま
れ
た
。
第
一
次
大

戦
は
戦
勝
国
に
経
済
的
繁
栄
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
繁
栄
が
一
段
落
す
る
と
都
市
と
農
村
、
大
企
業
と
中

小
企
業
間
な
ど
の
経
済
格
差(
い
わ
ゆ
る
二
重
構
造)

が
顕
在
化
し
、
そ
れ
に
関
東
大
震
災(

一
九
二
三
年)

の
被
害

が
加
わ
っ
た
。
一
九
二
九
年
一
棚
月
の
「
暗
黒
の
木
曜
日
」
を
き
っ
か
け
に
、
世
界
恐
慌
が
各
国
を
襲
っ
た
が
、

日
本
の
農
業
、
工
業
、
金
融
も
ま
た
そ
の
打
撃
を
う
け
た
。

　
世
界
恐
慌
に
際
し
、
各
国
は
国
際
協
調
に
失
敗
し
、
為
替
切
下
げ
、
関
税
障
壁
に
よ
る
保
護
主
義
に
走
り
、

植
民
地
・
従
属
国
と
の
間
で
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
を
形
成
し
た
。
第
一
次
大
戦
で
莫
大
な
賠
償
金
を
背
負
っ
た
ド
イ

ツ
で
は
ナ
チ
ス
が
台
頭
し
、
そ
れ
が
引
き
金
に
な
っ
て
第
二
次
大
戦
を
迎
え
る
。
ア
ジ
ア
で
は
、
日
本
が
「
東

亜
新
秩
序
建
設
」
を
目
指
し
て
無
謀
な
戦
争
に
突
入
す
る
。
資
金
・
資
材
・
労
働
力
の
す
べ
て
が
戦
争
遂
行
の

た
め
に
統
制
的
に
動
員
さ
れ
、
経
済
は
正
常
な
軌
道
を
は
ず
れ
、
や
が
て
破
滅
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

ΓЁ②
戦前と戦時中
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戦
争
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
悲
惨
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
八
月
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
、
満

州
事
変
以
来
の
一
五
年
の
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
厚
木
に
降
り
立
っ
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
従
軍
記
者
は
日
本

を
「
人
工
的
に
つ
く
ら
れ
た
砂
漠
」
と
形
容
し
た
。
経
済
安
定
本
部(

後
の
経
済
企
画
庁
、
二
棚
棚
一
年
か
ら
内
閣

府)
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
国
富(

建
物
・
港
湾
・
鉄
道
な
ど
の
平
和
的
物
的
資
産)

の
被
害
は
当
時
の
価
格
で
六
五
三

億
円(
被
害
率
二
二
⑫)

。
人
的
被
害
は
軍
人
・
軍
属
の
戦
死
お
よ
び
負
傷
・
行
方
不
明
者
が
一
八
六
万
人
、
一

般
市
民
の
死
者
・
負
傷
・
行
方
不
明
が
六
七
万
人
で
、
合
計
二
五
三
万
人
で
あ
る
。
ち
な
み
に
敗
戦
時
海
外
に

い
た
軍
人
は
三
六
棚
万
人
、
内
地
配
置
が
二
五
棚
万
人
で
あ
っ
た
。
物
的
損
害
の
う
ち
軍
事
的
損
害
は
兵
器
七

棚
棚
億
円(

航
空
機
六
万
機
喪
失
、
艦
艇
六
二
八
隻
喪
失
の
四
棚
四
億
円
を
含
む)

、
一
般
船
舶
は
八
一
四
万
ト
ン
分

の
喪
失
と
、
莫
大
な
額
に
達
し
た
。

　
膨
大
な
戦
費
は
、
増
税
と
国
債
で
ま
か
な
わ
れ
た
。
そ
の
代
償
は
、
結
局
は
国
民
生
活
の
切
下
げ
と
イ
ン
フ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
高
進
で
あ
っ
た
。
思
え
ば
日
本
国
民
は
、
日
清
戦
争(

二
億
三
棚
棚
棚
万
円)

以
来
、
日
露
戦
争

(

一
八
億
二
棚
棚
棚
万
円)

、
第
一
次
大
戦
お
よ
び
シ
ベ
リ
ア
出
兵(

一
五
億
五
棚
棚
棚
万
円)

と
、
一
年
た
り
と
も

中
断
さ
れ
ず
に
軍
事
費
を
ま
か
な
っ
て
き
た
が
、
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
で
は
つ
い
に
七
五
五
八
億
円
の
軍

事
費
を
負
担
し
た
。
国
債
の
残
高
は
一
九
三
棚(
昭
和
五)

年
末
の
六
二
億
円
か
ら
四
五
年
末
に
は
一
四
三
九
億

円
に
達
し
た
。
今
日
の
価
格
に
す
る
と
天
文
学
的
な
数
字
で
あ
る
。

　
戦
争
は
何
も
残
さ
な
か
っ
た
。
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
、
そ
し
て
文
化
的
に
も
荒
廃
と
堕
落
の
み
が
残
っ

た
。
遺
産
が
あ
る
と
す
れ
ば
「
過
ち
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
教
訓
だ
け
で
あ
る
。

ΓЁ③
戦争被害
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日
本
経
済
は
、
第
二
次
大
戦
の
荒
廃
か
ら
不
死
鳥
の
よ
う
に
妺
っ
た
。
再
出
発
時
点
で
、
水
力
発
電
を
除
く

ほ
と
ん
ど
の
工
業
生
産
設
備
が
三
棚
〜
六
棚
⑫
、
空
襲
な
ど
に
よ
っ
て
被
害
を
う
け
た
う
え
、
多
く
の
設
備
は

戦
時
中
す
で
に
軍
用
に
転
用
さ
れ
、
残
っ
た
も
の
も
ほ
と
ん
ど
修
理
・
更
新
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か

も
、
そ
れ
を
動
か
す
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入
も
途
絶
え
て
い
た
。
労
働
力
は
、
数
の
上
で
は
復
員
軍

人
・
引
揚
者(

計
七
棚
棚
万
人)

を
含
め
て
豊
富
に
な
っ
た
が
、
技
術
力
が
落
ち
、
一
人
一
人
が
イ
ン
フ
レ
と
毎

日
の
食
料
不
足
に
苦
し
み
、
生
産
開
始
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

　
一
九
四
六
年
末
の
石
炭
・
鉄
鋼
を
中
心
に
し
た
傾
斜
生
産
方
式
の
採
用
で
、
や
や
物
資
生
産
が
増
加
し
た
も

の
の
、
イ
ン
フ
レ
は
依
然
進
行
し
て
い
た
。
そ
こ
で
「
竹
馬
の
上
に
乗
っ
た
経
済
」
か
ら
脱
す
る
た
め
に
ド
ッ

ジ
・
ラ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
た(

一
九
四
九
年)

。
そ
の
結
果
、
イ
ン
フ
レ
は
収
束
に
向
か
っ
た
も
の
の
、
生
産
の

縮
小
と
失
業
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。
ド
ッ
ジ
・
デ
フ
レ
で
あ
る
。
そ
れ
が
朝
鮮
戦
争(

五
棚
年
六
月
〜
五
三
年
七

月)

に
よ
る
特
需
の
発
生
で
、
再
び
活
況
を
呈
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
援
助
は
額
は
小
さ
い

な
が
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
く
、
輸
入
原
料
の
手
当
や
見
返
資
金
と
し
て
復
興
資
金
に
使
わ
れ
、
生
産
を
軌
道
に

乗
せ
た
。
一
九
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
死
去
と
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
で
景
気
後
退
と
い
う
反
動
が
あ
っ
た
が
、
資

本
蓄
積
を
ふ
や
し
て
き
た
日
本
経
済
は
、
終
戦
後
の
一
棚
年
間
、
平
柊
し
て
八
㉓五
⑫
と
予
想
以
上
の
高
い
経

済
成
長
を
記
録
し
た
。
一
九
五
五
年
に
は
生
産
水
準
も
お
お
む
ね
戦
前
平
常
時
の
水
準
に
戻
り
、
五
五
年
を
も

っ
て
「
も
は
や
ⅷ
戦
後
ⅸ
で
は
な
い
」
と
『
経
済
白
書
ⅴ(
一
九
五
六
年)

は
宣
言
し
た
。
経
済
の
課
題
は
、
戦
後

の
復
興
か
ら
、
独
立
国
家
に
ふ
さ
わ
し
い
経
済
自
立
の
達
成
と
い
う
目
標
に
変
わ
っ
て
い
く
。

ΓЁ④
復興から自立へ
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予
想
以
上
に
速
か
っ
た
経
済
復
興
に
つ
い
て
、
人
び
と
は
、
復
興
要
因
⒡
⒢
谷
深
け
れ
ば
山
高
し
、
ゼ
ロ
か

ら
の
出
発
だ
と
成
長
率
は
高
く
な
る
⒡
⒢
で
説
明
し
た
。
事
実
、
第
二
次
大
戦
後
一
棚
年
間
の
各
国
の
経
済
成

長
率
は
、
敗
戦
国
の
日
本
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
の
そ
れ
が
戦
勝
国
の
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・
カ
ナ
ダ
を
上

回
っ
た
。
か
く
し
て
、
戦
前
水
準
に
戻
っ
た
あ
と
は
、
貿
易
自
由
化
も
あ
る
し
㍎
脆
弱
な
日
本
産
業
㌢
は
国
際

競
争
に
太
刀
打
ち
で
き
ず
、
成
長
率
も
戦
前
平
柊
の
四
〜
五
⑫
に
落
ち
る
だ
ろ
う
と
み
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
奇
跡
が
再
び
起
こ
っ
た
。
日
本
経
済
は
成
長
率
を
さ
ら
に
強
め
、
一
九
七
三
年
に
第
一
次
石
油
シ

ョ
ッ
ク
が
起
き
る
ま
で
、
年
々
の
変
動
は
あ
る
が
、
平
柊
し
て
一
棚
⑫
を
若
干
上
回
る
成
長
率
が
続
く
こ
と
に

な
っ
た
。
需
要
の
面
か
ら
み
れ
ば
、㍎
投
資
が
投
資
を
呼
ぶ
㌢
と
い
う
形
で
設
備
投
資
が
行
わ
れ
、
そ
の
投
資

は
新
し
い
技
術
を
胎
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
国
際
競
争
力
が
強
化
さ
れ
、
輸
出
が
Ｇ
Ｎ
Ｐ(

国
民
総
生

産)

の
ほ
ぼ
二
倍
近
い
勢
い
で
伸
び
た
。

　
高
度
成
長
は
池
田
内
閣
の
経
済
政
策
、
特
に
そ
の
低
金
利
政
策
と
所
得
倍
増
計
画
の
理
念
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
、
安
定
成
長
を
唱
え
た
佐
藤
内
閣
に
な
っ
て
か
ら
も
続
い
た
。
一
九
六
四
年
に
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ(

経
済
協
力
開
発

機
構)

に
加
盟
し
、
先
進
国
の
仲
間
入
り
を
し
た
。
国
際
舞
台
で
も
発
言
力
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
高
度
成
長
は
、
そ
の
否
定
的
な
面
と
し
て
、
消
費
者
物
価
の
上
昇
、
生
活
環
境
の
立
遅
れ
、
公
害
の
多
発
な

ど
、
ひ
ず
み
現
象
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
総
じ
て
い
え
ば
、
日
本
人
の
能
力
を
引
き
出
し
、
完
全
雇
用
を

実
現
し
て
二
重
構
造
の
解
消
に
貢
献
し
た
。
同
時
に
技
術
革
新
を
通
じ
て
国
際
競
争
力
を
強
め
、
物
的
な
貧
し

さ
か
ら
の
解
放
を
も
た
ら
し
た
。

ΓЁ⑤
高度成長
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